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遠隔医療提供体制に関する機能・形態評価案の検討 

 

研究協力者 長谷川 高志 

群馬大学医学部附属病院 

                                             

 研究要旨  

本研究の各調査や分析に用いる、遠隔医療形態、遠隔医療施設機能、地域医療ニー

ズ調査の項目を考案した。遠隔医療に関する各種調査は研究途上であり、粗案として

本研究成果の調査項目を用いる。調査項目自体も今後改良を続けたい。 

本調査項目や形態モデルによる調査や計画立案は、遠隔医療に特有の事柄ではな

い。地域医療供給と同じ視点に立つ。ICTで伝えられる医療には制約があるので、適

した対象（限られた対象）に活用するべきである。 

    

 

 Ａ．研究目的         

遠隔医療について、ニーズ調査や機能評

価を進めるには尺度が必要だが、評価視点

開発の研究は存在しない。本研究では遠隔

医療のニーズや有効性、価値について各種

評価が必要だが、専門学会（日本遠隔医療

学会）で評価尺度は作られていない。これ

までにテレラジオロジー、テレパソロジー、

テレホームケアなどの分類はある。また日

本遠隔医療学会ホームページに「図説 日

本の遠隔医療」１など遠隔医療の各種追につ

いて説明情報がある。しかし従来種別は、

医療供給とニーズの説明が十分にできない。

同じテレラジオロジーの機器を用いても、

放射線科の画像診断と救急での画像診断は、

目的も観点も全く異なる。機械的分類では

遠隔医療のニーズや供給の議論の支えにな

らない。 

そこで本研究班のこれまでの知見より、

下記の対象に対する暫定的な尺度を作り、

本研究内の他報告で本尺度に基づいて評価

を行う。 

(1) 遠隔医療形態モデル 

現実的な遠隔医療の実施モデル。複数

地域で実践例があり、幅広く有効性が

ありそうな医療形態。 

(2) 医療管理・運営モデル 

実績の蓄積が多い遠隔医療実施施設

の医学的管理機能の評価項目 

(3) 地域医療状況 

地域の医療ニーズ（医療供給上の問題）

を把握し、遠隔医療が課題緩和に役立

つか評価するためのモデル（調査項目） 

 

Ｂ．研究方法 

１．遠隔医療形態モデル 

本研究班の前年度研究で、遠隔医療の現

状と課題を把握した２、３。そこで得た結果

を類型化した。前年度研究は、様々な形で

評価尺度作りに活用できる。 

２．医療管理・運営モデル 

エビデンス収集と質評価および遠隔医療

の機能に関わる事項を列記した。 

３．地域医療状況 

遠隔医療形態モデルを地域に当てはめる
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観点からの調査項目を考案する。 

４．評価 

本報告では、評価は行わない。ただし各調

査で拾いきれなかった事柄を記録し、各評

価モデルへのフィードバックとする。 

 

（倫理面への配慮）   

本稿での扱い範囲は、個人と全く無関係で

ある。そのため注意事項は無いが、検討途

上で個人情報が関わることがあれば、適切

に対応する。 

 

Ｃ．研究結果 

１．遠隔医療形態モデル 

これまでの遠隔医療の実態調査から２，３、

５モデルを考案して、今年度の調査４から２

モデルを考案した。うち１モデル（下記⑦）

は仮説であり、その実証に関する議論は他

報告１２で展望に触れる。また全モデルから

外れる「非該当」（下記⑧）も一モデルと

扱う。 

① 専門的診療支援 

② 救急医療支援 

③ 在宅医療への適用（ケア） 

④ 専門医の支援、現地研修(同科

支援） 

⑤ 慢性疾患の重症化予防 

⑥ 健康指導・管理 

⑦ 地域プライマリケア支援（専門

診療＝医科支援） 

⑧ 非該当 

表１に、モデルと説明および事例を示す。

上記各モデルは完全独立ではなく、類似や

一部重複など存在する粗案であり、今後も

改良が欠かせない。また遠隔医療だけのモ

デルだけでなく、医療連携の形態モデルと

も考えられる。対象疾病や手法が加わった

ものは、地域連携クリティカルパスである。 

２．医療管理・運営モデル 

医療施設では、エビデンスある診療行為、

明確な責任と役割の分担、チーム医療体制、、

安全の確保と事故時の的確な対応、診療報

酬や基金による財源裏付け、および改善の

継続が重要である。遠隔医療は過渡的・研

究途上の取り組みが多く、この条件は厳し

い。しかし一部でも継続的実施に求められ

る要件が明らかになりつつある。 

病院の大まかな機能評価から類推して、

調査項目を考案したので表２に示す。これ

も粗案であり、本格的な病院機能評価項目

などを参考に改善する必要がある。 

この調査項目を用いた先進施設調査によ

り、進んだ知見を洗い出す。臨床エビデン

スの有無や研究手段、地域の真のニーズ、

現状では満たせない課題を捉えて、次年度

の多施設臨床研究の計画立案や、さらに長

期的な研究課題の洗い出しに用いる。 

３．地域状況の調査項目 

各地域のニーズ調査を行い、多施設臨床

研究で解明すべき評価項目立案の参考情報

とする。地域医療の特性の因子や詳細調査

手法が粗案なので、本調査で遠隔医療ニー

ズを明確に切り出すことは難しいが、先述

の形態モデル（表１）のいずれに対応する

か、切り分ける調査項目を考案する。 

４．考察 

遠隔医療のニーズ調査や地域でのエビデ

ンス収集は、地域医療供給の計画立案や実

施と同じである。ICTを前面に立てた広範か

つ高機能な医療ではない。むしろ情報通信

に載せられる医療行為に制約があるので、

医療全体からは限られた対象や形態を支援
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するものと考えるべきである。他のICTビジ

ネス（SNSなど）とは普及状況が異なる。 

地域状況の把握なども、地域医療政策推

進者と同じ視点で捉えて、その中でICTに向

いたモデルに適用すべきである。 

 

Ｄ.健康危険情報 

無し 

 

Ｅ.研究発表 

1. 論文発表 

  研究代表者報告に一括して報告する。 

 

  2.  学会発表 

  研究代表者報告に一括して報告する。 

 

Ｆ．知的財産権の出願・登録状況 

 1. 特許取得 

  無し（非対象） 

   

 2. 実用新案登録 

  無し（非対象） 

 

 3.その他 

  無し（非対象） 
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